
平成 23 年 10 月 28 日 
 
 

平成 23 年度も「那覇港物流ビジネスモデル導入事業」を実施します 

～沖縄を発着する貨物を増やすための社会実験を行います～ 
 
 

那覇港管理組合では、昨年度に引き続き「那覇港物流ビジネスモデル導入事業」を

実施します。本事業は、那覇港を活用した「物流ビジネスモデル」（＝「沖縄を発着す

る貨物の掘り起こし」と「海外に運ぶ仕組みづくり」）を提案し、社会実験によりその効果

を検証した上で、育成していくことを目的としています。「物流ビジネスモデル」の導入

により、沖縄を発着する貨物が増大することともに、那覇港を中心とした国際物流拠点

が形成されることを期待しています。 
今年度は、昨年度にトライアルを実施した「物流ビジネスモデル」について社会実験

を実施するとともに、その他に提案された「物流ビジネスモデル」についてもトライアル

の実施に向けた調整を進めていきます。今年度の社会実験等は 11 月末から来年 3
月頃まで実施する予定です。なお、実施に際しては、社会実験等に参加する荷主の

公募を行う予定です。 
このうち、小口貨物の混載輸出モデルについては、昨年度実施した香港向けに加

えて、台湾向け等、他の方面についても実施する予定です。ご協力いただく参加荷主

に対して、海上運賃相当の支援を行う予定です。 
詳細については、公募時にあらためてお知らせします。連絡先を下に示しますので、

ご不明な点がありましたらお問い合わせください。 
 
＜ 参考： 昨年度調査により提案された「物流ビジネスモデル」の例 ＞ 

○ アジア各国への小口貨物の混載輸出モデル （昨年度トライアルを実施） 
○ 中古車の直接輸出モデル    （昨年度トライアルを実施） 
○ リサイクル資源等の直接輸出モデル 
○ 臨港型産業（流通加工、中継、配送、保管等）への輸送支援モデル  など 

 
  添付資料： 

別紙－１ 那覇港物流ビジネスモデル導入事業の概要 
 

お問い合わせ先： 
那覇港管理組合  
企画建設部 企画室 担当：鶴田 
住所  〒900-0035  

那覇市通堂町 2-1 
電話  098-868-4544   
FAX  098-868-4233 

 



別紙－１ 
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那覇港を活用した物流ビジネスモデルのイメージ 

仁川★ 

台湾★ 

✔ 沖縄県産品等、小口貨物の混載輸送 

✔ 中古車、リサイクル資源等の直接輸出 

✔ 臨港型産業の導入による新たな貨物の誘致 

東南アジア 

上海★ 

香港★ 

✔ その他、新たな可能性のある貨物 海外に運ぶ仕組みつくり 
・沖縄から直接輸出入する仕組み 釜山★ 

・小口の貨物を１つにまとめる 
・航空輸送の連携・分担 など 

南太平洋諸島 

★那覇港、 
 那覇空港 

臨港型産業 

中古車 

リサイクル資源 

県産品 

新たな貨物の掘り起こし 


